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Abstract 
The set of vectors on a line is a vector space of dimension 1. This vector space 
is a model of positive and negative numbers. 







( + 2)+ (-3) ( -1) 
と表わしてわかりやすいのである。しかしこのやり方では



















への写像αをAにおける 1つの算法という。 AxAの元 (x，y)のαによる像を xαyと書く。
またAxAxAの任意の元 (x，y， z)に対して
(xαy) αz=x α (yαz) (1) 
となるならば， αは結合的という。(1)のことを結合法則という。算法αの与えられた集合Aを
(A:α)と書く。 Aにいくつかの算法α" α2，…， αηの与えられた場合も考えられる。このよ
うにいくつかの算法の与えられた集合のことを代数系という。代数系 (A;α)が結合的なとき，
結合系または半群という。 (A;α)がAxAの任意の元 (x，y)に対し
x αy=yαx (2) 
をみたしているとき， αは可換な算法であるといい， (2)をαについての可換法則とよんである。
自然数全体の集合をNで表す。
N = {l， 2， 3，…} 






もっ半群を単位的半群という。 (N;十)は単位的ではないが， (N; +)は単位的な可換半群である。



























そこで，倍という概念をもち出し， r2個の3つ分を， 2侶の3倍といい， 2 x 3と書きます。 2
x3の答えは， 2+2+2で求められますJのように， r倍」を前面に押し出し，累加は答を求め















ベクトルの和U+ v (u， vεV) 
ベクトルのスカラー{音au(uεV， a E R) 
が定義され U十 V，aUがまたV元であって，次の(1)-(8)の性質をみたしているとしよう o u， 
v， wEVに対して
(1) u + v = v + u 
(2) (u+v) +w=u+ (v+w) 
(3) (u + 0) = 0 + uとなる元oがVの中に存在する。
(4) a (bu) (ab) u (a， b εR) 
(5) (a十 b)u = au + bu 
(6) a (u+v) =au+av 
(7) lu=u 

















(2) a + 0 = 0十 a=a
(3) a + b = b+ a (交換法則)





として aはE上のベクトル空間に作用する。これがスカラー倍である。 xという E上のベクト
ルが正の数とする。 aが正の数であれば axは正の数で大きさは Ix Iの Ia I倍であるoaが負

















x+a十(-a) = b + (-a) 
x + 0 = b + (-a) 


























¥ (今 ぐち 〔ぢ / 3個ある
¥ σ δ / 2個ある
¥ δ / 1個ある
¥ / なにもない0 ・・・・・・しばらくして， 10個ある」
48 
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2- ‘ • 
4<-2 
-E -E • 
1・〉 〉




(+ 5) + (-3) 
「ゲー ムをして， 1回目は( )円もうけて2回目は( )円もうけた。何円もうけたか。」
(2) ベクトルで表す






※(十 5)+ (+ 3) = + (5 + 3) = + 8 
(-5) + (-3) 一 (5+ 3) = -8 
( + 5)+ (-3) = + (5 -3)二十 2






















(+ 5) - (十 3)










(+ 5) + (-4)一(+2)ー(-7) 
( + 5)+ (-4) + (-2)十(+7) 
(+ 5)十(-4)十(-2) + (+ 7) 
=+5-4-2+7 
=5-4-2+7 









(1) (十 5)x (十 3) + 5のベクトルを同じ方向に3倍する
(十 5) x (+ 3) 
???
• ョ， ョ，
+ (5 x 3) 
( -5) x (+ 3) -5のベクトルを同じ方向に3倍する
(-5) x (+ 3) 十5
~ ‘ • 
一(5x 3) 
( + 5)x (-3) 







(+) x (+) (+)同符号の乗法の積は(+)
(一) x (ー ) = (+) 
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